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ところに立って，木の上はしAを見上げている様子を

表したものです。右下の図は，直角三角形ABCの

油の繊画で夷

本校では、今年度から「漢字マスターチ

ェック」 「計算マスターチェック」 という

学習活動に取り組んでいます。

これは、放課後の15分程のパワーアッ

プタイムの時間に、問題数10問を基本に

それまで学習した計算力・漢字力をどの程

度マスターしたかを自分自身でチェックし

ようという振り返りの学習です。

昨年度までは「漢字チャレンジ」 「計算

チャレンジ」に取り組んでいました。これ

は50間程度の問題を、授業時間をフルに

使って行う事実上のテストでした。得意な

子どもにとっては挑戦意欲が沸くのでしょ

うが、合格点に満たない児童や不得意な児

童は合格するまで何度でもチャレンジしな

ければならないという苦痛を伴っていたと

思われます。

これでは学習意欲は育たないどころか勉

強嫌いを作ってしまうという反省から、方

針を切り替えました。

漢字・計算マスターチェックは、得意な

子は得意なりに、苦手な子は苦手なりに、

児童が自分で到達目標を設定して取り組む

15分間なのです。
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本校では、英語（5．6年生） 。外国語
活動（3．4年生）の校内研究に取り組ん
でいます。そうした研究に1 ．2年生の英
語活動をどういう形で絡めていくかを1年
生が授業提案してくれました。
今回は「図工科」の中にちょっぴり英語
を取り入れてみました。todayisgoalは「あ
さがおでクリスマスリースをつくろう」で

す。先生はリースの材料のお店屋さんです。
子どもたちは、必要な材料を買いに来ます。

「Pineconeplease.(まつぽっくりをくださ
い。）」 「Hereyouare． （はい、どうぞ。）」
「Thankyou. (ありがとう。 ） 」
1年生の頃から少しずつ英語に触れさせ、
ストレスがないように上の学年につなげて
いきます。
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並
12月3日 （金）に児童会新役

員の立会演説会が行われました。
からは選挙運動は行わず、各学級

から役職付きで推薦された児童が立会演説
会に臨みます｡一応選挙の形はとりますが、

立会演説会は次期新役員の決意表明の場と
しての意味が大きいといえます。どの新役
員もノー原稿でマイクも使わずに堂々と自
分の目指す“児童会像”を訴えました。ま
た、推薦責任者の演説も立派でした。

この活動を支えた選挙管理委員会の皆さ
んにも拍手を送ります。お疲れ様でした。

選挙管理委員長
選挙管理委員
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夏休み前に紹介した作品応募の一つに、市立博物館が主催する「三陸ジオパークかわら

ばん2021inけせん」という自由研究コンクールがありました。本校からも2年生と3年

生が数名応募しました。最近になって、その応募作品が返却されてきました。

みな個性的な良い作品

でした。その中で、 3年

生の さんの作

品「う－マンボウ！ ！ 」

が特別賞になりました。

とても楽しくマンボウを

紹介した作品（自由研究）

だと思いましたので、掲

載してみました。

自由研究というと、 “模

造紙にマジックペンで”

というのが昔からの定番

ですが、かさばるし、な

かなか取っ付きにくいも

のです。その点このコン

クールはB4サイズの専

用画用紙1枚にまとめる

非常に手軽な自由研究で

あり、理科的なものであ

ればテーマも自由です。

専用画用紙は全校児童に

配布しています。

来年も博物館から案内

と画用紙が届くはずです

ので、ぜひ（親子で）取

り組んでみてください。
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唾 Ⅱ2月?日 （火）､ 馳施の午後小規模≦
機能ホーム「綾の里」の利用者の方々から、ぞうき

ん50枚と心温まるお手紙をいただきました｡ぞう

きんは一枚一枚手縫いで、しかもメッセージが刺繍

されており、使うのが勿体ないくらいです。

コロナ禍前は、4年生が「福祉」をテーマとした

総合的な学習の活動で施設を訪問したり、JRC委

員会が交流活動を行っていたりしたのですが、この

2年は交流が途絶えてしまっています。そんな中で

もこうしてわざわざ届けてくださり、本当にありが

たいと思っています。

現在、コロナが収束状態でもありますので、JRC

委員会が感謝のお手紙をお届けしようと企画して

います。
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児童会(新執行部)認証式

12月7日 （火） 、はまつこタイムの時間に選

挙管理委員会の進行のもと、新しく選ばれた執

行部6名の認証式が行われました。今年度の6

年生を送る会（2月25日予定）から実質的に

活動を開始することになります。活躍を期待し

ています。

（新児童会長 さんのあいさつより）

「私は今年、執行部の書記をやりました。今の

会長やこれまでの会長さんたちの姿を見ていて、

私も会長になって、これまでの執行部が作り上

げてきた学校をもっとよりよくしていきたいと

思います。私はがんばりたいことが二つあります。一つは、行事への取り組みです。今ま

での6年生さんたちのように、低学年にはやさしく教え、全校のリーダーとして手本とな

るようにがんばりたいと思います。二つ目は、あいさつ運動や全校遊びを出来る限り多く

して、温かい学校にすることです。みなさんと一緒に、明るく温かい学校を作っていきた

いです。 」

－－
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覇迩寝霊簔糞鬘謹
12月9日 （木） 、県振興局税務係の方

が2名来校し、 6年生に税金の大切さを伝

えました。 「税金はなぜ必要なのか」とい

うテーマのもと、消費税の他に所得税、法

人税、固定資産税、 自動車税など様々な種

類の税金があること、税金により学校や図

書館､道路などの公共施設の維持がなされ、

ゴミ回収や消防、警察なども運営されてい

ることなどを学びました。

税金というと“とられる”イメージが強

いですが正しい使われ方をすれば社会に不

可欠なシステムであることを理解しました。

授業の最後は、一億円の重さを体験しま

12月10日 （金）には、学校薬剤師の

横澤臣紀さん（よこさわ薬局薬剤師）をお

招きして「薬物乱用防止教室」が行われま

した。

薬物乱用とは、薬の使用目的から外れた

量や回数で使うこと、違法薬物を使用する

ことだと説明されました。

薬物乱用がダメな理由として、健康を壊

す、明るい未来を閉ざす、自分や周りの人

たちを不幸にするなどが挙げられます。

大切なのは「健康な心を育てる」ことで

す。そのためには、 自分を大切にする、ス

トレスとうまくつき合う、 目標に向かって

努力するなどが紹介され、子どもたちは真

剣に聞き入っていました。

大船渡市立綾里小学校校報

令和3年12月13日（月）N0．75

TEL42－2100文責熊谷賢
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今年度の家庭教育学級は、東朋中学校区

合同で行うこととなり、東朋中学校が運営

を担当し、東朋中学校PTA教養部、厚生

部が中心となって開催しました｡内容は｢弁

当の日」の上映会でした。

生徒の立場から、また保護者の立場から、

そして教員の立場からと、様々な角度から

鑑賞できたと思います。

準備から後始末まで子ども一人でお弁当

を作る、お弁当の日。そこから、 自立する

力、家族に感謝されることにより満たされ

る承認欲求、家族愛等、たくさんの実りが

あるようです。
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12月10日 （金）から後期のロケット

タイムが始まりました。これからのロケッ

トタイムは、 2月の「なわとび大会」に向

けてのなわとび練習になります。縦割り班

毎に、短なわ、長なわのスキルアップに取

り組んでいます。

今年から、なわとび大会は地区対抗では

なく縦割り班対抗になる予定です（人数調

整のため厳密な縦割り班ではありません

が） 。

6年生リーダーがどのように下学年をま

とめあげていくか楽しみです。
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睡ﾗﾙ、モラルOnline講演会
12月20日 （月）に未来の風せいわ病院

理事長智田文徳氏を講師として行われる

「情報モラル0nLine講習会」のご案内で
す。既に配布しました文書では保護者の参
加申し込み期限は過ぎておりますが、まだ

定員に余裕がございますので、ぜひご参加

ください。用紙の提出、もしくは電話での
申し込みも受け付けています。

大船渡市立綾里小学校校報

令和3年12月14日(火)N0．76

TEL42－2100文責熊谷賢

自ら学ぶ
心豊かな
たくましい子ども
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6年生も積極的に声をかけてくれたし、自

分の好きなことをうなずきながら聞いたり
聞いてもらえたりしました。一番記憶に残

ったゲームは、何もしゃべらずに誕生日順

に並んだことです。アイコンタクトやジェ

スチャーだけでしっかり並ぶことができて、

それだけで笑顔になれました。（ ）」

12月14日 （火）の午前中、赤崎小学

校の多目的ホールで綾里小学校と赤崎小学

校の6年生が交流会をしました。 目的は来

春からの中学校生活にスムーズに入れるよ

うに事前に仲良くなってもらおうとするこ

とでした。

当初は移動手段のいらないオンラインで

の交流を考え、赤崎小学校の校長先生に打

診したのですが「どうせならいきなり直接

会わせちやえ。 」 ということになり、今回

実現したわけです。

この交流会は2月に第2回目を予定して

います・ ｜児童の感想より ｜
「ホールに入った時から赤崎小の人たちが

拍手で迎えてくれました。すぐにお互いに

笑顔になれました。一番記憶に残ったこと

は、短い時間でしたが名刺交換をしたこと

です。いろんな人に自分から話しかけたり、
私の方に来てくれる人がたくさんいたりし

てとても楽しかったです。名刺に書いてあ

ることだけでなく直接自分の好きなことや

はまっていることを話したり話しかけられ

たりして、たくさんの人のことを知ること

ができました。また、私のいとこが赤崎小

の友だちに言っていたらしく、たくさんの

女の子が私のことを知ってくれていてびっ

くりしました。そして帰る時も最後まで手

を振ってくれたのがうれしかったです。

（ ） 」

星室

|）

/歴偏めでとうございます！ |、
12月11日に、陸前高田市の競技
場に県内から集まった新人チームで行
われたサッカー大会｢第13回U-11
ライジングカップ」で大船渡三陸FC
シーガルが第3位になりました。
おめでとうございます。

めでとうございます！

「初めて会う人がいっぱいいたけど、男女

にかたよることなく名刺交換やゲームを楽

しくやることができました。赤崎小学校の

一学校壷庭伽垂迩二二』綾 '患;綾'の海，"w伽・伽…"w"､‘
大船渡市立綾里小学校校報

令和3年12月15日(水)N0．77

TEL42－2100文責熊谷賢
自ら学ぶ
心豊かな
たくましい子ども
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○やさしい子ども
○元気な子ども

子警も鰯職総剛
12月15日 （水） 、赤崎小学校で令和

3年度第2回「子どもの歯を守る会」定例

会が開催されました。

この会は、中学校区の地域で関係する立

場の者が連携を深め、継続的な歯科保健活

動を実践することにより、生涯に渡る歯･口

の健康づくりを基に子どもたちの健全育成

を図ることを目的として、平成15年に組

織されました。令和2年度までは綾里中学

校区だけで取り組みが行われていましたが、

今年度から東朋中学校区へ組織を拡大しま

した。

この日の定例会では、東朋中学校学区内

の子ども園・保育所・小学校・中学校で、

この1年どのような取り組みがなされたか

を交流し合いました。また、大船渡市健康

推進課保健師より、乳幼児の歯科保健事業

実績(平成29～令和3年度）についての説

明がありました。

研修会の部では、大船渡北学校給食共同

調理場の栄養教諭で本校の食育指導にも携

わっておられる磯谷和代先生から、 「かむ」

ことの大切さについて発表がありました。

また､私から毎年3年生に指導している｢歯

科体験学習」について、動画を交えて学習

の様子を紹介しました。

大事にしたいのは､子ども園(保育園)と小

学校・中学校の縦の連携をこれまで以上に

意識することです。と同時に、各学校（園）

の横の連携・情報交換も積極的に行ってい

くことです。会の重要な目的はここにあり

ます。縦と横のつながりができることによ

って歯科保健活動が見直され、東朋中学校

区の子どもたちの歯の健康が増進されてい

くものと考えています。
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、 ありがとう！4年生
12月15日 （水） 、 4年生の子どもた

ちが、 （ちょっと雑然としていた）図書室

をきれ～いに整頓し、掃除をし、テーブル

に花まで飾ってくれました。 「今度は資料

室の整頓も手伝ってくれよ。 」 と言うと、

「わつかりましたあ！ 」 と生きのいい返事

を返してくれる4年生たちでした。
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12月20日 （月） 、情報モラルオンラ

イン講演会を開催しました。テーマは「み

んなで生きる」 。講師は、未来の風せいわ

病院理事長智田文徳氏です。講演の依頼

内容はゲーム依存防止でした。 目的として

は、親子で主にオンライン等での対戦型ゲ

ームの悪影響について理解し、家族内でル
ールを作る（見直す）ための学習の場とす

ることでした。

、
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智田先生の講演を要約すると、次のよう

になります。

○依存は病気。病気は治療しなければな
らない。

○ゲームやSNSが悪である、という考え

方ではなく、その利用には脳の成熟が必要
で､子どもが利用するのは危ないというこ

と。更に依存の背景が｢生きづらさ」や｢孤
独であるということ。

○それを防ぐには、ひとりぽっちになら

ないこと。ひとりぽっちにさせないこと。
○ゲーム以外の楽しみをたくさんもつこ

と。
この講演会をしようと思ったきっかけは、

釜石・気仙地区での児童生徒の不登校が増

加しており、その原因としてオンラインゲ

ームの依存症（あるいはその傾向）による
昼夜逆転現象の割合が高くなっているとい

う情報を得たことでした。

本来であれば講師の方に来校していただ

き、直接講演をしていただきたかったので

すが、どうしても都合がつかず、ズームを

使ったオンライン講演となったわけです。

しかし、この企画を市内の小学校の校長

に紹介したところ、一緒に聴きたいという

学校も現れ、当日は本校の他に大船渡北小

学校、越喜来小学校、吉浜小学校も同時に

受講しました。

なお、この講演会のプレゼン資料が欲し

い方はご連絡ください。配布可能です。

（智田先生の許可済み）
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ロープジャンプランキング
■■

2学期も残りわずか･ ・ ・ ・

、

１

１

〆

ｒ
Ｌ 6年生のデイベート

ひょいと6年教室をのぞくと、 「ディベート」

をやっていました。テーマは「縄文時代の暮ら

しと弥生時代の暮らしはどちらが幸せか」 。

デイベートとは、二つのチームがそれぞれの
主張をし合い（立論）、質問、反論を繰り広げ、

どちらの主張が勝(まさ)っているかを審判役が
判定する“ゲーム”です。

私も6年担任時代によくやらせていました。
ゲームなのでテーマは無意味でばかばかしい

方が盛り上がり、弁舌が苦手な児童も意欲的に

参加できます。 （例／「りんごがエライか、オ

レンジがエライか」など）

この6年生のすごいところは、上記の意味の

ある（価値のある）テーマをゲームとして成立

させていたところでした。事前に子どもたちに
双方の立論を準備させていた担任の仕掛けの

良さでもあります。

もう20年以上も前の話ですが、アメリカで

こんな事件がありました。屋根から侵入しよう

とした泥棒が落下し骨折しました。その泥棒は

争点をすりかえ「家の造りが悪い」という主張

で裁判に勝ってしまったのです。本当の話です。

国際化の中で生きるこれからの子どもたち。

正当な論を組み立て、相手を論破する力も必要

になってきます。ディベートはその練習です。

釜石・気仙地区には、体育を研究する学習会

「やつぺしの会」 という任意組織があります。
その会では「ロープジヤンプランキング」に取

り組むことになりました。なわとびのランキン

グというと、校内で記録をとり、それを学年毎

あるいは種目毎にランク付けをするというの
が一般的ですが、やつぺしの会のランキングは

スケールが違います。釜石・気仙地区の小学校

（希望参加）の参加児童の記録をWEB上で共

有しランク付けするのです。ランキングは学年

共通の、いわば無差別級ランキング。
今、各学年の体育では、一部なわとびを行っ

ています。これは、 3学期に予定されているな

わとび大会に向けての練習でもありますが、上

記のロープジャンプランキングへの挑戦でも

あります。副校長先生が体育の授業に一部飛び

込みで指導しています。

ちなみに連続二重跳び（101回）で1位に
いるのが さん、 30秒前回し跳び

（94回）で3位にいるのが さんです。

釜石・気仙地区で、ですよ！ただしこれは12

月21日14時22分現在。このランキングは

各校のWEBへの記録登録により刻々と変化し

ていきます。

冬場の運動になわとびは最適です。このラン

キングが少しでも子どもたちの意欲に火をつ

けることになればいいなあと考えています。


